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１１月１１日、国労東日本は第１１回マラソン大会を皇居にて開催し
ました。
当日は、朝から小雨が降る悪コンデジションの中、１１時には個人５

ｋｍマラソン、１２時からは駅伝レースとも、無事スタート。レース途
中には、バケツをひっくり返したような土砂降りの雨が降るものの、個
人レースには５２人、駅伝レースには１９チームがエントリーし、自慢
の脚力を競い合いました。

尚、個人レース５２人の頂点には伊王野資保選手（水戸地本）が初Ｖに輝きました。また、駅伝レース
では見事に長野地本Ａチームが参加１９チームによる劇走を制しＶ２を達成しました。記録も昨年と大差
ない結果であり、悪天候を考えると参加者全員が大いに検討した結果でした。

昨年の１０回大会か
ら設けた「特別賞」に
は最高年齢賞の６７歳
の久下さん、内田さん
をはじめ女性のトップ
の斉藤範子さん、最も
若い伊豆啓汰君（高崎
地本家族）に最低年齢
賞が贈られました。

１位　伊王野資保　　水戸　・土浦地区分会　　　　　１８分５４秒

２位　加賀耕三郎　　新幹線　東京第一車両所分会　　１９分３４秒

３位　南幅　清也　　仙台　・組立分会　　　　　　　１９分４５秒

４位　松本　涼平　　東京　　家族　　　　　　　　　２０分３１秒

５位　高橋　正人　　仙台　　車体分会　　　　　　　２０分４８秒

６位　林　　信行　　東京　　田端機関区分会　　　　２０分５６秒

駅
伝
ト
ッ
プ
長
野
（
Ｖ
２
達
成
）

１位　長野Aチーム　　　１時間１５分４８秒

（柳原昭治・轟　勝・関口　修・太田耕三・渡辺正美・山崎義明）

２位　かながわチーム　 １時間１６分１１秒

（長谷川雅次・吉田孝志・鈴木良雄・超智隆・神田順二・広瀬裕二）

３位　高崎地本チーム　　１時間１６分１９秒

（斉藤弦汰・山崎大地・矢野正博・吉田博司・阿藤源・柳井剛）
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１１月１２～１３日、岩手県雫石
町にて「国労東北３地本活動家交流
集会２００６」が開催されました。
この交流会は今後の国労運動を担っ
ていく４０代を中心に学習と交流を
図る事を目的に取り組まれたもので
４０名が参加。学習は、１日目は海
渡雄一弁護士、桜井徹日本大学教授
を講師に招き「目白押しの悪法とど
う闘うか」「ＪＲの検証」と題して講
義を受けました。
海渡講師からは教育基本法改「正」、

共謀罪、そして憲法改「正」となぜ
次々に提出されてきているのか。ま
たこれらがどういう実態で提出され

成立したらどの
ような影響が及
ぶのかが米軍基
地再編や自衛隊
の派兵の実態を
交え詳しく解説
されました。
共謀罪は市民

運動や労組運動
にも大きな影響
が及ぶものであ
り、いつ審議入
りされるの予断
を許さない状況
になっている。
イラク派兵で自
衛隊員が死ぬこ
とがないのは憲
法があるから。
基地再編は米軍

１区（５ ㎞）高崎地本チーム　　 斉藤　弦汰 １７分１７秒

２区（２.５㎞）長野Ａチーム　　　　轟　　勝　　　８分３３秒

３区（２.５㎞）長野Ａチーム　　　　関口　修　　　９分５４秒

４区（２.５㎞）盛岡地本チーム　　　黒井　恒夫　　８分５７秒

５区（２.５㎞）美酒らんまんチーム　津田　節雄　１０分０５秒　　

６区（５ ㎞）かながわチーム　　 広瀬　裕二 １８分０１秒

最高年齢賞　　

６７歳　久下守昭（新幹線地本第１車両所OB）

６７歳　内田昭　（東京地本中央支部OB）

最低年齢賞　　８歳　　伊豆啓汰　（高崎地本家族）

女性ランナートップ賞　齋藤範子　（秋田地本）

ブービーメーカー賞　　清水信治 （東京地本）
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による自衛隊の一括統括が進んでいること。悪法の目的はアメ
リカの一州となって戦争する事につながっているという話には
参加者それぞれが不安を覚え、労働者として家族、仲間にも伝
えて行くことを確認していました。
桜井講師からは、ＪＲの２０年を現状分析する中で、国鉄改

革が果たしてどうであったのか検証されました。
本州３社の好調な収支状況の一方で、長期債務の増加（２５．

５兆円から２８．３兆円）、３島、貨物の困難な経営状況、労
働生産性が私鉄よりも上がる中で（国鉄時より東で１７３％西

で１８０％増）引き起こされている事故の多発など鋭く指摘さ
れました。
また、世界各国の民営化の分析から３島、貨物問題をどう考

えるか提言もされ、今後の私たちの取り組みの１つの考え方が
研究者としての立場で述べられました。
２日目は東日本本部高野書記長から「東日本本部の取り組み

と課題」と題して、中労委を介した和解の経過と意義、今後の
取り組みについて報告されました。特に今年に入って４名の平
成採用者が加入していること、そして１１月８日には５人目の
平成採用者が加入したことが報告され、この時期を逃すことな
く国労運動の発展にむけ反転攻勢に転じていこうと提起がされ
ました。
講義での学習に続けて３地本からそれぞれ職場報告が行われ、

講義の内容通り法的にも実態的
にも労働者、利用者に負担を強
いてきている実態が報告されま
した。
交流会の最後には東日本本部藤
野副委員長の感想と決意も述べ
られ、高橋協議会議長の団結が
んばろうで２日間の学習と交流
を締めくくりました。
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